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※１�　100年先も発展し続けるまちの姿「NCC（ネットワーク型コンパクトシティ）」を土台に、「地域共生社会」（社会）、「地域経済循環社会」（経済）、
「脱炭素社会」（環境）の３つの社会が、「人」づくりの取り組みや「デジタル」技術の活用によって発展する「夢や希望がかなうまち」のこと。

※ 2　中心市街地やそれぞれの地域拠点、産業拠点、観光拠点にまちの機能を集約し、それらの拠点が利便性の高い公共交通などで連携した都市のこと。

　本市を含め、全国に甚大な被害をもたらした「令和元年台
風第19号」。地球温暖化の影響などにより、ここ10年の豪雨
の発生回数は1979～1989年の約1.2倍となり、土砂災害
が起きやすくなっていると言えます。
　いつ、どこで起こるか分からない土砂災害から身を守るた
めには、日ごろから災害に備えておくことが大切です。
　６月は土砂災害防止月間です。この機会に、自分自身の問
題として、防災について考え、家族で確認してみましょう。
問河川課☎（632）2686、宇都宮土木事務所☎（626）3146

特集 防災

その「いつか」は
　明日かもしれない

　
自
然
災
害
に
は
、
台
風
や
大
雨
な
ど

に
よ
る
風
水
害
や
突
発
的
に
発
生
す
る

地
震
な
ど
が
あ
り
、
人
間
の
力
で
は
食

い
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
こ
れ
ら
の
災
害
に
備
え
、
正
し

い
知
識
を
持
ち
、
準
備
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
今
回
は
、
こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
の

時
期
に
よ
っ
て
発
生
し
や
す
く
な
る
、

土
砂
災
害
に
関
す
る
知
識
や
自
然
災
害

へ
の
備
え
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
大
雨
が
続
く
と
、
崖
崩
れ
な
ど
の
土

砂
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
土
砂
災
害
に
備
え
、
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
6
ペ
ー
ジ
参
照
）
を

活
用
し
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
非
常
持
出

品
の
準
備
（
7
ペ
ー
ジ
参
照
）
や
安
全

な
避
難
経
路
の
確
認
な
ど
、
土
砂
災
害

警
戒
情
報
の
発
表
時
に
、
速
や
か
に
避

難
が
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
適
切

な
準
備
を
行
い
、
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
ま
し
ょ
う
。

大
雨
が
続
く

こ
れ
か
ら
の
時
期

土
砂
災
害
に
ご
注
意
を

日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え

被
害
を
最
小
限
に



土砂災害の危険信号
　大雨または地震が発生した時、次のような前触れを
感じたら、早めに安全な場所へ避難してください。
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本文中に記載がないものは、原則として、対象＝どなたでも、費用＝無料、申込＝不要。 ＝地区市民センター、 ＝出張所、
＝生涯学習センター、 ＝申込時に記載する基本項目は、催し名・郵便番号・住所・氏名・ふりがな・電話番号・人数。

　
避
難
と
は「
難
」を「
避
け
る
」こ
と
で
、

危
険
な
場
所
の
外
へ
身
を
移
し
て
、
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
住
ん
で
い
る

人
は
、災
害
の
前
触
れ
を
感
じ
た
時
（
左

上
の
記
事
参
照
）
や
本
市
が
避
難
情
報

を
発
令
し
た
時
に
は
、
早
め
に
こ
れ
ら

の
区
域
外
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
外
な
ど
に
住
ん

で
い
る
人
も
身
の
危
険
を
感
じ
た
場
合

に
は
、
速
や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　
災
害
時
に
避
難
す
る
場
所
は
、
学
校

な
ど
に
開
設
さ
れ
る
避
難
所
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
安
全
な
場
所
に
あ
る
親
戚
や
知
人
宅

へ
の
避
難
も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
、
本
市
で
は
、
対
象
地
区
を
変

え
て
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
６
月
4
日
（
日
）
午
前
９
時

～
正
午
。

▼
会
場
　
板
戸
町
集
落
セ
ン
タ
ー
分
館

（
板
戸
町
）。

▼
対
象
　
板
戸
町
の
一
部
住
民
。

早
め
の
自
主
避
難
で

災
害
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う

あ
ら
か
じ
め
避
難
先
を

考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

土
砂
災
害
防
災
訓
練

特
　
集

崖崩れ

土石流

地すべり

※写真はイメージです。

▼崖から水が吹き出す。
▼崖からの水が濁る。
▼崖に亀裂が入る。
▼�小石が落ちてくる。
▼崖から音がする。

▼‌�山鳴りや立ち木の裂ける音が聞こえる。
▼‌�雨が続いているのに、川
の水位が下がる。

▼‌�川の水が急に濁ったり、流
木が流れてきたりする。

▼‌�泥臭い臭いが漂う。

▼‌�山腹や地面にひび割れができる。
▼沢や井戸の水が濁る。
▼�斜面や地面から水が吹
き出す。

▼�建物や電柱、樹木が傾く。
▼‌�井戸や池の水かさが急激
に変わる。

がけ地近接等危険住宅移転補助事業
 ID 1032075

　土砂災害特別警戒区域内などに居住している人を対
象に、住宅の除却費用などの補助制度があります。申
請を希望する人は、事前に住宅政策課☎(632)2735へ
ご相談ください。



雨水を貯める施設

河川の改修・下水道の整備

　学校の校庭などを活用した雨水の貯留
を行い、流出抑制を図ります。

校庭貯留や市有施設への
雨水貯留タンク設置

雨水貯留・浸透施設設置費
補助金制度

透水性舗装・
浸透ます設置

　敷地内の雨水を貯留・浸透させ、流出抑制を図
ります。
　市街化区域の一般住宅や事
務所などへの雨水貯留タンク
などの設置費を最大３分の２補
助します（上限あり）。
　詳しくは、7ページまたは市
をご覧になるか、工事受付セン
ター☎（633）3164へ。

　市道などで雨水
を地下に浸透させ、
流出を抑制します。

ハザードマップの
周知徹底

　市 への掲載や出前講座の開
催により、防災意識を高めます。

ID 1002659

ID 1023319

公園への雨水貯留
　敷地内で雨水の貯留を行
い、流出抑制を図ります。

　河川の改修や
下水道の整備を
行い、雨水を安
全に流します。

田んぼダムの普及促進
　農地所有者や耕作者の協力
のもと、水田に雨水を一時貯
留し、河川への流出抑制を図
ります。
問農業企画課☎(632)2474

備える

貯める

貯める

貯める

流す

貯める

構造物の維持管理
　河川や下水道などの
構造物の予防保全型修
繕を行い、長寿命化を図
ります。

流す

河川監視の強化
　河川に監視カ
メラや水位計を
設置し、監視体制
を強化します。

順調に貯留量を確保

調節池整備
　洪水を一時的に貯留して、河川の
流量を低減します。

流す

河川や
調節池（調整池）
のしゅんせつ

　河川などにたまった
土砂や流木を取り除
き、河川の安全度を
向上させます。

流す
強化

強化

官民協働貯める

備える

市内全小中学校に

　雨水貯留タンク設置完了！

市役所

学校

公園

強化

強化
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水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

　
本
市
に
甚
大
な
被
害
を
残
し
た
令
和

元
年
台
風
第
19
号
。
今
後
も
台
風
の
大

型
化
や
、
局
所
的
な
豪
雨
が
頻
発
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
備
え
、

本
市
で
は
「
総
合
治
水
・
雨
水
対
策
推

進
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、「
流
す
」「
貯

め
る
」「
備
え
る
」
の
取
り
組
み
を
３

つ
の
柱
と
し
て
、
水
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
上
の
イ

ラ
ス
ト
参
照
）。

▼
「
流
す
」
取
り
組
み
　
河
川
や
下
水

道
の
整
備
な
ど
を
引
き
続
き
計
画
的
に

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
河
川
の
土
砂
な

ど
を
取
り
除
く
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
を
強

化
し
、
河
川
の
水
を
流
す
た
め
の
河
道

を
確
保
す
る
な
ど
、
浸
水
被
害
の
軽
減

に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
「
貯
め
る
」
取
り
組
み
　
公
共
施
設

へ
の
雨
水
貯
留
・
浸
透
施
設
の
設
置
を

引
き
続
き
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
取
り
組
み
の
促
進
に
向
け
、

設
置
支
援
や
周
知
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

▼
「
備
え
る
」
取
り
組
み
　
豪
雨
被
害

か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
・
財
産
を

守
る
た
め
、
市
管
理
河
川
の
う
ち
、
溢い

っ

水す
い

頻
度
が
高
い
12
カ
所
に
河
川
監
視
カ

メ
ラ
と
水
位
計
を
設
置
し
、
河
川
監
視

　地球温暖化により、今後も発生する可能性がある大型台風やゲリラ豪雨などの水害への
備えが重要です。
　本市では、市民の皆さんが安全・安心に暮らせるよう、治水・雨水対策を強化・継続し、
水害に強いまちづくりを進めています。

問河川課☎（632）2686

＼皆さんが安心して暮らせるように／ ID 1027039

「総合治水・雨水対策推進計画」（※）に基づき、
　  　に　  い　　     　　　に取り組んでいます水害 強 まちづくり

※計画期間は、令和３年度〜令和12年度の10年間。



URL1　https://www.river.go.jp/index
URL2　http://k.river.go.jp/

雨水を貯める施設

河川の改修・下水道の整備

　学校の校庭などを活用した雨水の貯留
を行い、流出抑制を図ります。

校庭貯留や市有施設への
雨水貯留タンク設置

雨水貯留・浸透施設設置費
補助金制度

透水性舗装・
浸透ます設置

　敷地内の雨水を貯留・浸透させ、流出抑制を図
ります。
　市街化区域の一般住宅や事
務所などへの雨水貯留タンク
などの設置費を最大３分の２補
助します（上限あり）。
　詳しくは、7ページまたは市
をご覧になるか、工事受付セン
ター☎（633）3164へ。

　市道などで雨水
を地下に浸透させ、
流出を抑制します。

ハザードマップの
周知徹底

　市 への掲載や出前講座の開
催により、防災意識を高めます。

ID 1002659

ID 1023319

公園への雨水貯留
　敷地内で雨水の貯留を行
い、流出抑制を図ります。

　河川の改修や
下水道の整備を
行い、雨水を安
全に流します。

田んぼダムの普及促進
　農地所有者や耕作者の協力
のもと、水田に雨水を一時貯
留し、河川への流出抑制を図
ります。
問農業企画課☎(632)2474

備える

貯める

貯める

貯める

流す

貯める

構造物の維持管理
　河川や下水道などの
構造物の予防保全型修
繕を行い、長寿命化を図
ります。

流す

河川監視の強化
　河川に監視カ
メラや水位計を
設置し、監視体制
を強化します。

順調に貯留量を確保

調節池整備
　洪水を一時的に貯留して、河川の
流量を低減します。

流す

河川や
調節池（調整池）
のしゅんせつ

　河川などにたまった
土砂や流木を取り除
き、河川の安全度を
向上させます。

流す
強化

強化

官民協働貯める

備える

市内全小中学校に

　雨水貯留タンク設置完了！

市役所

学校

公園

強化

強化

特集 防災　その「いつか」は明日かもしれない
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特
　
集

2

を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

必
要
な
情
報
提
供
、
防
災
意
識
の
醸
成

に
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が

安
全・安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

　
本
市
で
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
こ

れ
か
ら
先
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
長
く
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
水
害
対

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
今
年
度
も
商
業
施
設
な
ど
で

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

「貯める」
貯留量

令和３年度 令和4年度 令和12年度
田川・姿川 約153万㎥ 約216万㎥ 約215万㎥
市管理河川 約0.2㎥ 約0.2㎥ 約14万㎥

「流す」
整備率

令和３年度 令和4年度 令和12年度
河川 63.8％ 64.5％ 70.0％
下水道 55.3％ 55.6％ 62.0％

＼県と連携して実現！／
長時間降雨

(6時間で213.6mmの降雨)でも
▼田川では令和7年度
床上浸水ゼロを目指す！
▼姿川では令和12年度
床上・床下浸水ゼロを目指す！

短時間降雨
(1時間で47.2mmの降雨)でも
▼市管理河川では
　令和12年度
床上浸水ゼロを目指す！

▶

浸水ハザードエリアに立地する
生活利便施設の浸水対策への助成制度

　問NCC推進課☎（632）2563
　水害に強く、安全で持続可能なNCCを実現
するため、都市機能誘導区域などの浸水ハザー
ドエリアに立地する医療・福祉・商業などの生活
利便施設の浸水対策への助成を行います。
▼‌�対象　都市機能誘導区域や市街化調整区域
の地域拠点のうち、浸水ハザードエリアに立
地する誘導施設。
▼‌�助成額　止水板の設置など、浸水対策に要す
る費用の3分の1（上限あり）。
▼‌�その他　詳しくは、市 をご覧ください。

ID 1014162

推進計画の達成状況と目標値

市管理河川のカメラ画像と水位情報を
W
ウ ェ ブ

EBでご覧になれます
　本市では、これまで以上に迅速に災害に対応
するため、総合治水・雨水対策推進計画における
「備える」取り組みとして、市管理河川に河川監
視カメラ・水位計を設置しました。
　市管理河川のカメラ画像・水位情報は、鬼怒
川や田川などの国・県の管理河川情報と併せて、
国土交通省「川の防災情報 URL1」などで公開し
ています。
　自宅などの安全な場所から、パソコンやス
マートフォンでご覧になれますので、ぜひご活用
ください。

▲国土交通省
　「川の防災情報 」

▲危機管理型水位計運用協議会
　「川の水位情報」URL2
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明日かもしれない「いつか」のために
あなたができる取り組み

土砂災害ハザードマップ
　大雨などにより発生する土砂災害の範囲を
示した「土砂災害警戒区域」や避難所・避難
方法などの情報が分かります。自宅周辺で土
砂災害が発生する恐れのある場所を確認し、
避難経路を決めておきましょう。
▼‌�配布場所　河川課（市役所8階）☎（632）
2686など。

洪水ハザードマップ
　台風などの長時間の降雨に伴う、一級河川
の溢

い っ

水
す い

による浸水被害の発生が想定される
「浸水想定区域」や避難所・避難方法などの
情報が分かります。日ごろから確認しておき
ましょう。
▼‌�配布場所　河川課☎（632）2686など。

内
な い

水
す い

ハザードマップ
　集中豪雨などで市街地の側溝や下水道を流
れる内水が氾濫した際の「浸水想定区域」や
避難方法などが分かります。洪水ハザード
マップと併せて確認しましょう。
▼‌�配布場所　下水道管理課（河原町・上下水
道局内）☎（633）3374など。

ため池ハザードマップ
　大雨や地震に伴う、農業用ため池の決壊に
よる浸水被害の発生が想定される「浸水想定
区域」や避難所・避難方法などの情報が分か
ります。日ごろから確認しておきましょう。
▼‌�配布場所　農業企画課（市役所7階）☎
（632）2474など。

ID 1023319 ID 1023319

ID 1028992 ID 1018908

知る

　本市では、4種類のハザードマップを作成しています。それぞれ被害が想定される範囲が異なるた
め、すべてのハザードマップを確認しましょう。ハザードマップは市 から取り出せる他、各配布場
所で入手できます。

必ず確認しよう！各種ハザードマップ

3 4
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特集 防災　その「いつか」は明日かもしれない

7

特
　
集

2

家庭内備蓄品と
非常持出品の準備

登録制防災メール 出前講座を
実施しています

ID 1003237

簡単に登録できますあなたの家は大丈夫？

　市内の気象情報や避難情報などの防
災情報を、速やかにメールで配信しま
す。災害時の備えに、ぜひご登録くだ
さい。
▼‌�登録方法　下のQRコードを読み取
るか、「宇都宮シティガイド」で検索。
問危機管理課（632）2052

　自治会やサークル、企業な
どの団体を対象に防災出前講
座を行っています。
▼‌�申込方法　「宇都宮市の防
災」・「マイタイムラインで
避難の作戦づくり」のいず
れかの講座を選び、電話で、
危機管理課☎(632)2052
へ。

　　チェックしてみましょう
□‌�貴重品	 □‌�応急医療品
□‌�飲料水・食料品	 □‌�生活用品
□‌�照明・情報端末など	 □‌�眼鏡、コンタクト
□‌�衣類・タオル	 　レンズ
□‌�衛生用品（マスク・消毒液・体温計など）

□✓

＼登録はこちらから／　自宅にとどまるときや避難所に避
難するときに必要な物を、最低3日
分準備しましょう。

　近年、気候変動に伴う集中豪雨が頻発し、年々激しさを増して
います。市街地の浸水被害の軽減や河川への雨水流出を抑制する
ためには、市街地全体で雨水の貯留・浸透能力を高めていく必要
があります。
　本市では、市街化区域（一部対象外の地区あり）で雨水貯留
タンクや雨水浸透ますなどの設置に掛かる費用を補助していま
す。浸水被害の軽減のためにも、設置にご協力ください。
▼‌�対象　市街化区域に土地または建物を所有、占有している
人。ただし、一部対象外の地区あり。
▼‌�補助額　設置に掛かる費用の3分の2（上限額は下の表の通
り）。
▼‌�その他　利用には条件があります。詳しくは、工事受付セン
ターへお問い合わせください。

雨水貯留施設・浸透施設の補助内容
対象施設 上限額など

■1雨水貯留タンク 1基当たり最大4～8万円（容量による）
ただし、建物1棟に付き2基まで

■2雨水浸透ます 1基当たり最大3万円
ただし、土地または建物1棟に付き6基まで

■3雨水浸透トレンチ 1m当たり最大1万円
ただし、土地または建物1棟に付き24ｍまで

■4浄化槽転用槽 1基当たり最大6万円
ただし、建物1棟に付き1基まで

■5透水性アスファルト
　舗装

10㎡以上で1㎡当たり900円
一宅地または一体利用している土地に付き
300㎡まで

■3雨水浸透トレンチ

■1雨水貯留タンク

■2雨水浸透ます

■4浄化槽転用槽

■5透水性アスファルト舗装

1‌雨水貯留タンク 2‌雨水浸透ます

日ごろから準備しておこう

雨と上手に暮らそう
みんなで取り組む大雨対策　　　問工事受付センター☎(633)3164

ID 1002659

備える

令和5年4月から新たに追加

貯める

宇都宮シティガイド
サイト内「メール配信
サービス」をクリック
URL  http://utsunomiya.mwjp.jp/
mobile/index.cgi?page=642

ID 1002831

▲市


